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                                 【11／1 10:00 送信】 

台風第 19号の災害に際し、令和元年 10月 7 日に福島交通と保土谷化学工業、郡山市により締

結した「災害時等におけるバス車両退避に関する協定」に基づき実施された、福島交通バス車両

の保土谷化学工業郡山工場敷地内への退避状況は次のとおりです。 

 

 

   １ 福島交通バス車両の被害状況（郡山支社分） 

     ・車両総数    １６５両 

     ・浸水被害車両数  ９２両 

       

   ２ 保土谷化学工業郡山工場への退避状況  

   ・退避車両数  ３３両 

   ・退避実施  １０月１１日から１２日深夜にかけ退避 

      

   ３ 「災害時等におけるバス車両退避に関する協定」概要 

     ・目的  集中豪雨等の災害発生時等において、市民の身近な足となっている福島交通のバ

ス車両を退避させるため、市の公共施設駐車場をはじめ、福島交通郡山支社に隣接

する保土谷化学工業郡山工場の敷地を無償で提供する。 

・締結者 福島交通株式会社郡山支社、保土谷化学工業株式会社、郡山市 

・締結日 令和元年 10 月７日 

 

   ４ 担当窓口 

     ・福島交通郡山支社乗合営業課課長補佐 磯貝憲一 024-944-5400  

     ・保土谷化学工業郡山工場管理部長 滝田真生 024-944-1230 
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保土谷化学郡山工場敷地内へのバスの退避状況 


